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�

ペ
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示

〇
宮
城
県
議
会
臨
時
会
の
招
集�
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財　

政　

課
）　
　

一

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定�

（
医
療
政
策
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定�

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出�

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇�

平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
八
号
（
漁
港
管
理
条
例
第
十
条
の
二�

第
一
項
に
基
づ
く
施
設
の
指
定
）
の
一
部
改
正
（
二
件
）�
（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更�
（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出�

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�
三

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

　

次
の
事
件
の
た
め
、
令
和
二
年
七
月
二
十
一
日
、
宮
城
県
議
会
臨
時
会
を
仙
台
市
に
招
集
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

令
和
二
年
度
宮
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

一
般
財
団
法
人
宮
城
県

成
人
病
予
防
協
会
附
属

仙
台
循
環
器
病
セ
ン
タ�

ー

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
一
丁
目
六

番
十
二
号

令
和
二
年
七
月
十
二
日

令
和
五
年
七
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
八
〇
〇
二
三
九

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

み

な
み

角
田
市
角
田
字
南
九
十

三
番
地
一

短
期
入
所

一
般
社
団
法
人

共
生
型
支
援
セ

ン
タ
ー

令
和
二
年
七
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
一
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
九
〇
〇
〇
二
一

社
会
福
祉
法
人　

多
賀

城
市
社
会
福
祉
協
議
会

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目

一
番
一
号

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

社
会
福
祉
法
人

多
賀
城
市
社
会

福
祉
協
議
会

令
和
二
年
六
月

三
十
日
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〇
四
一
一
六
〇
〇
〇
四
二

エ
ム
ツ
ー
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
富
谷

富
谷
市
日
吉
台
二
丁
目

二
四
番
六
号

同
行
援
護

エ
ム
ツ
ー
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ�

ョ
ン
富
谷

令
和
二
年
六
月

三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
二
号

　

平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
八
号
（
漁
港
管
理
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
施
設
の
指
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
七
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
浦
の
浜
漁
港
の
項
中

「

泊
地

浦
の
浜
防
波
堤
横
泊

地

気
仙
沼
市
田
尻
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
二
五

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
四
〇
メ
ー
ト
ル

泊
地

浦
の
浜
岸
壁
横
泊
地

気
仙
沼
市
浦
の
浜
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
一

二
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
四
〇
メ
ー
ト
ル

を

泊
地

磯
草
Ｂ
防
波
堤
横
泊

地

気
仙
沼
市
磯
草
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
一
二

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル

」

「

泊
地

浦
の
浜
岸
壁
横
泊
地

気
仙
沼
市
浦
の
浜
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
一

二
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
四
〇
メ
ー
ト
ル

に
改
め
る
。

泊
地

磯
草
Ｂ
防
波
堤
横
泊

地

気
仙
沼
市
磯
草
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
一
二

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル

泊
地

浦
の
浜
桟
橋
横
泊
地

①

気
仙
沼
市
田
尻
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
三
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル

泊
地

浦
の
浜
桟
橋
横
泊
地

②

気
仙
沼
市
田
尻
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
三
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル

泊
地

浦
の
浜
桟
橋
横
泊
地

③

気
仙
沼
市
田
尻
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
四
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル

」

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
三
号

　

平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
八
号
（
漁
港
管
理
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
施
設
の
指
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　

表
桃
ノ
浦
漁
港
の
項
中

「

泊
地

東
防
波
堤
横
泊
地

石
巻
市
桃
浦
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
三
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
二
〇
メ
ー
ト
ル

泊
地

西
防
波
堤
横
泊
地

石
巻
市
桃
浦
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
六
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
二
〇
メ
ー
ト
ル

」
を

「

泊
地

東
防
波
堤
横
泊
地

石
巻
市
桃
浦
地
先
の
う
ち
別
図
に
示
す
延
長
九
〇

メ
ー
ト
ル
及
び
幅
員
二
〇
メ
ー
ト
ル

」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

女
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

女
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
女
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
里
東
部
土
地
改
良

区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日
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�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
六
月
三
十
日

扇

玄

遠
田
郡
美
里
町
字
化
粧
坂
十
三
番
地

監

事

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
十
四
日

�
宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
―
一

　
　
　�

人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第

二
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
二
―
八
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規

則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推

進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


